


文系の方から見てなじみの少ない東大理科４科目の実態に、

文系の方になじみのある方法で迫ってみたいと思います。

論理的思考力というと、数学の活用がよく言われますが、

実は東大理科を題材にした方が適切ではないかと考えています。

解説に際しては最初から完成形を目指すのではなく、

記述作業のプロセスや試行錯誤のあとも見せながら

気長に少しづつページ数を増やしていこうと思っています。

問題そのものを載せることはできないので、

この記述を読むことで、

「あの年のあの問題は解ける。」「あの年のあの問題はこういうことを言っている。」

「あの年のあの問題は、別の年の別の問題と関連がある。」

と言える段階に到達できることを目標にします。


